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人権週間に寄せて ～やさしさでつながる地域と学校～
校長 米村 圭史

12月は「人権週間」に合わせて「人権教室」「人権集会」

がありました。人権とは、誰もが大切にされ、幸せに生きる

権利のことです。それは、教室だけでなく、地域や家庭、そ

して私たちの毎日の言葉や行動の中にあります。

私が小学生だったころ、忘れられない出来事があります。

5年生のクラスで一人の女の子が発表のときに言葉に詰まり、

みんなに笑われてしまいました。私はその笑う側の輪の中にいました。家に帰ってか

ら、胸の奥がモヤモヤしたのを覚えています。「あの子はどんな気持ちだっただろ

う？」と考え、父に相談しました。「自分が悪かったと思っているんだから、謝った

らいいんじゃないか。」と話してくれました。次の日、勇気を出してその子に「昨日

は笑ってしまってごめんね」と言いました。すると、その子は少し驚いた顔をしてか

ら、やさしく笑って「ありがとう」と言ってくれました。その笑顔を見た瞬間、心が

温かくなり、「人を大切にするって、こういうことなんだ」と強く感じました。

もう一つ、心に残っている場面があります。３年生を担任していた時の運動会のク

ラスリレーで、アンカーの子供がバトンを落としてしまいました。ゴールした後、そ

の子は泣きそうな顔でうつむいていました。すると、クラスの仲間が駆け寄り、「大

丈夫！最後まで走ってくれてありがとう！」と声をかけたのです。その瞬間、その子

の顔に笑顔が戻りました。失敗を責めるのではなく、努力を認める言葉が、どれほど

人の心を救うかを、私は子供たちの姿から感じ、学びました。

子供たちの世界では、ほんの小さな言葉や態度が、友達の心を傷つけたり、逆に救

ったりします。だからこそ、私たち大人が「思いやりの心」を伝えていくことが大切

です。子供は大人の言葉や心をコピーしていくからです。

家庭では、子供に「今日、誰かにやさしくできた？」と聞いてみてください。その

問いかけが、子供にやさしさを意識させる第一歩になります。また、親からの「あり

がとう」は、子供にとって最高の励ましです。小さなことでも感謝を言葉にしましょ

う。そして、失敗したときには「次はどうしようか？」と前向きな言葉をかけてくだ

さい。責めるのではなく、次につながる言葉が、子供の心を強くします。

地域の皆さんには、子供たちに笑顔であいさつをしていただけると嬉しいです。「お

はよう」「がんばってるね」その一言が、子供の心を明るくします。また、見守りの

目をやさしく向けてください。子供たちが安心して歩ける地域は、やさしさで守られ

ています。そして、失敗や挑戦を応援する言葉をかけてください。「よくがんばった

ね」「次はもっとできるよ」そんな言葉が、子供の勇気になります。

人権週間での行事は、子供たちが「自分も大切にされている」「友達も大切にした

い」と感じるきっかけです。学校・家庭・地域が力を合わせて、子供たちが安心して

笑顔で過ごせる環境をつくっていきましょう。

あなたの一言が、誰かの勇気になる。その勇気が、未来をやさしく変えていきます。

中種子町立星原小学校



12月 3日 （水 ）総務委員会の児童を中心に 「人権集会 」を

行いました 。 1学期に考えた人権標語の振り返りや人権につい

て考えさせ られる本の読み聞かせ （ 『 す きなこ と にがてなこ

と 』作 ： 新井洋行 ） 、 人権ク イズなど 、 1年生から 5年生まで全

員が 「人権 」についてじ っ く り考え る こ とができ ま した 。 この他

にも『わたしがいじわるオオカミになった日』『わたしのせいじゃないーせきにんについてー』

などの本の紹介があり ，早速図書館から本を借りて読んでいる児童もいました 。

1 1月 26日 （ 水 ） 校 内 持 久

走 大 会 を 実 施 し ま し た 。 80 0

m、 1000m、 1200m、 1500m

か ら 自 分 の 走 る 距 離 を 選 び 、

朝 の う ず ま き 運動や体育の時

間などに練習に取り組んできました 。本番では 、練習を始めた最初のタイムから 1分以上タ

イムを縮める児童が出るほど 、全員最後まで一生懸命走り抜くことができました 。応援にか

けつけてくださった皆様、ありがとうございました 。

11月 27日 （木 ）熊毛支庁林務水産課とごんげん中種子

集落の方々にお越しいただき 、魚のさばき方教室を実施し

ま した 。 大型魚を解体する様子を見学した り 、 小型魚を実

際にさばく体験をしたりしま した 。初めて魚をさば く児童も

多く 、最初は 、 こわごわ包丁を握っていましたが 、漁師の皆

さんの御指導により 、なんとか背開きができました 。最後には 、刺身と魚の唐揚げをおいし く

いただきました 。児童から 、魚の種類や漁の方法などについて質問もあり 、海で働く仕事に

ついて理解を深める体験となりました。

11月 ２ ７日 （木 ）町内 6校の ５ ・ 6年生が星原小学校に集

まり 、第 2回交流学習を行いました 。 5年生は 、社会科と ５ ・ ６

年合同の音楽の授業を受けま した 。 「 社会科は 、 た く さんの

意見がでてお も し ろか った 。 」 「 音楽は 、 低音 と高音で分か

れて歌ったのでとても きれいな音にな ってよかった 。 」 と 、交

流学習のよさを感じていました 。

8日（木） 始業式

１4日（水） 鹿児島学力･学習状況調査（5年） (～15日 )

ＣＲＴ学力検査（1～4年）（～15日）
１9日（月） 給食指導週間（～23日）

生活リズム調べ（～25日）

２2日（木） 授業参観 学校保健委員会 給食試食会

２9日（木） スクールカウンセラー来校

魚の出前授業

校内持久走大会

第 2回中種子町交流学習

1月の行事予定

児童会 「人権集会」




